
136 第43巻　日本公衛誌　第2号 平成8年2月15日

福岡市における健康人からのサルモネラ検出状況（1985-1994）

塩津 幸恵

　昭和60年度（1985）から平成6年度（1994）までの10年間，福岡市内の健康人の糞便より，SS寒天培地

による直接分離培養で検出されたサルモネラの検出状況および血清型の推移をまとめた。その結果は以下の

ようであった。

　1.　総検査件数395,646件より，195件（0.05％），196株（同時に2種の血清型が検出された1例を含む）

が検出された。その内訳は，9種のO群，50種血清型であった。

　2.　検出率の変動は，平成元年の0.013％を最低に次第に減少傾向にあったが，この数年は0.1％近くまでに

増加した。

　3.　血清型については平成3年度以前は10種類以下であったが，平成4年度には17種類，平成5年度およ

び平成6年度には16種類と多種類検出されるようになり，血清型の多様化がみられた。

　4.　福岡市では，平成5年度になってSalmonella serovar Enteritidis（以下S. Enteritidis）が急増したが，

全国的に急増し始めたのは平成元年度（1989）頃からであり，若干の遅れがみられた。

　5.　S. Enteritidis 26株について最小発育阻止濃度（MIC）を測定した結果，オフロキサシン（OFLX）や

セフェム系抗生物質に対する感受性があり，アンピシリン（ABPC）耐性菌は1株のみであった。

　6.　この数年における検出数の増加および血清型の多様化はサルモネラ汚染の広がりを示すものであり，

より一層の食品，環境等の汚染状況の把握および監視体制の強化や衛生教育の充実が必要であると思われ

た。
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